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内容の要旨および審査の結果の要旨
非定型的な色覚検査所見を示す先天性赤緑覚異常者や先天性赤緑色覚異常の遺伝的保因者にお
いては，その病態が充分には検討されておらず，診断に苦慮する症例がある点が問題であった。
著者は網膜電図オフ応答急峻部を指標とする錐体機能検査法を用い，まず定型的先天性赤線色覚
異常者における異常の程度とオフ応答急峻部所見との相関関係について検討し，ついで非定型的
先天性赤緑色覚異常者および先天性赤緑色覚異常の保因者におけるオフ応答急峻部所見について
検討し，以下の結果を得た。(1)オフ応答急峻部の短波長における分光感度の長波長における分光
感度に対する比の対数値logsensitivityquotient（SQ）は，定型的第１色覚異常者32例ある
いは定型的第２色覚異常者36例のいずれにおいても色覚異常の程度にかかわらずほぼ一定であ
り、異常の程度が軽微な症例においてもＳＱによって明確に診断可能であった。(2)アノマロスコー
プ検査で明確な異常を示すにもかかわらず仮性同色表を正読するSpektralfarbenanomale4例を
色覚精査目的で受診した220名の中から検出した。これら４例におけるSQはいずれも定型的第２
色覚異常者群の範囲にあった。(3)仮性同色表にて異常所見を呈しながらアノマロスコープ検査で
は正常所見を示すPigmentfarbenanomale6例を上記220名の中から検出した。これら６例中１例
のSQは定型的第１色覚異常者群の範囲にあり，また３例のSQは定型的第２色覚異常者群の範囲に
あった。(4)仮性同色表により異常の型を誤分類される先天性赤緑色覚異常者６例におけるSQはい
ずれも定型的第１色覚異常者群の範囲にあった。(5)SQの平均値は第１色覚異常の保因者群15例で
は第１色覚異常者群21例に比較し有意に小さく正常対照群30例に比較し有意に大きく，第２色覚
異常の保因者群22例では正常対照群30例に比較し有意に小さかった。
以上より非定型的先天性赤緑色覚異常者および一部の先天性赤線色覚異常の保因者は，異常な
sQ値を示し，したがって錐体レベルに異常を有することが判明した。
本研究は網膜電図オフ応答急峻部を指標とし，臨床診断上問題となる非定型的先天性赤線色覚
異常者および先天性赤緑色覚異常の保因者における錐体レベルでの異常を他覚的に明らかにし，
従来明確でなかった病態についてより深い理解を与え，またこのような例の他覚的診断を可能に
したものであり，色覚異常学の進展に貢献する労作と評価された。
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